
マルト商事HPにも掲載中
http//www.maruto-shoji.co.jp

10月号 oct 2015

MARUTO INFOMATION

マルト便
お客様の笑顔のために…

チャレンジ

http://www.maruto-shoji.co.jp

マルト商事 検索

ホームページが新しくなりました

安定した品質・価格・供給体制の確立にむけて

9月9日から11日にかけて関東、東北は未曽有の豪雨に見舞われました。平成27年9月関東・東北豪雨と名
付けられたこの災害において、被害にあわれた皆さまにまずもってお見舞い申し上げます。今後の早い復
興をお祈りいたします。
茨城県や宮城県では河川が決壊し、多くの被害が出てしまいました。弊社におきましても、レタスや

キャベツ、茄子といった野菜の契約において重要な地域です。お付き合いをさせて頂いております出荷者
の皆様も被害にあわれた方が多く本当に心が痛みます。
今後の野菜出荷におきましても色々と影響が出るものとは思いますが、天候災害である旨何卒ご理解賜

り弊社より出荷させて頂いておりますお客様におかれましてもご協力賜りたくお願い申し上げます。

何度も今年のマルト便でお伝えしてきましたが、府県産の玉葱が今年は不作でした。結果お客様に品質
面・価格面・供給面すべてにおいてご迷惑をおかけする結果となってしまいました。今年の状況を反省し
次年度以降しっかりとお客様のご要望にお応えできるようにとの思いで、府県産シーズン終了直後ではあ
りますが、9月1日より新規産地開拓を目的として九州、四国の玉葱産地様を訪問して参りました。鹿児
島・宮崎・愛媛・徳島と訪問させて頂きましたがそれぞれ特徴のある産地様で今後が非常に楽しみです。

鹿児島では桜島を中心に、右側の大隅半島に位置する垂水地区と左側の薩摩半島に位置する指宿地区と
2か所の生産法人様を訪問してきました。両産地に共通する特徴は「早期出荷」です。

愛媛県大洲市の出荷者様は強制乾燥設備を導入し大型冷蔵庫で5月収穫品を10月頃まで使用 非常に特徴的な産地
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営業中村のマルト便ＰＬＵＳ！

取扱産地 産地状況＆今後の見通し

国産

北海道産が順調に入荷しています。L大、２L中心で入荷しており、品質も良好です。不
安材料は無いのですが、しいて言えば、MサイズやＬ小サイズについてはほとんど見かけ

ませんので、「小さいのが欲しい！」場合にご要望にお応え出来ない可能性があります。
そんなことを考えていると、ご新規でL小サイズのご要望が舞い込み、悩んでいる営業中
村です。

中国

甘粛省の玉葱が入荷しております。品質は非常に良いです。ただ、価格は週ごとに上
がったり下がったりを繰り返しており、大幅に下る要因は今のところ無さそうです。年内は
高値で推移し、さらに年明けは甘粛省産の歩留りも落ちることから一層の高値が予想さ
れます。

アメリカ

アメリカ産の入荷が始まりました。今期のアメリカ産は生育期の異常な高温、干ばつによ
り不作傾向です。幸い北海道産玉葱が豊作傾向であったため救われておりますが、紫玉
葱についてはこれから年明けの３月頃まではアメリカ産に頼るところが大きいため、非常
に深刻な状況です。黄玉も赤玉も小玉傾向となっております。

10月のマルト商事玉葱産地情報＆見通しをお届けします！

この地域は非常に温暖で玉葱出荷が非常に早く、2月中旬から出荷が始まります。霜が降りることも無く
天候面では好条件の産地です。出荷の期間としては2月中旬～3月一杯を目途に出荷しています。青果向け
の取組が多く、単価が高いのが我々業務加工向けには課題です。品種も超極早生品種から早生品種までと
日持ちしない品種であるということが特徴です。サラダのような生食に非常に向いていると思います。
次に訪問した産地は宮崎県は都城市というところです。この地区は牛蒡や甘藷、里芋などの出荷が多く、

また畜産が盛んな地区でもあります。宮崎ということで温暖なイメージがありますが、都城は比較的冬場
は冷え込みがきつく、中晩成品種が適している産地です。但し、梅雨入りが早い為、強制乾燥や冷蔵貯蔵
の設備化がポイントです。今回ご訪問した出荷者様においてはちょうど乾燥設備を建築しているところで
した。来期出荷までには間に合うとのことで非常に楽しみです。

九州から四国に移動し、愛媛県も訪問させて頂きました。大洲市というところで大規模に業務加工向け
野菜の栽培・出荷、また加工まで行っている出荷者様です。今回2回目の訪問をさせて頂いたのですが、2

年前の初訪問時から規模拡大しており度肝を抜かれました。玉葱の栽培面積は4年前からスタートしたにも
関わらず、来期は70haを予定しているとのことです。伴い、定植機や収穫機は勿論のこと、収穫後の乾燥
設備、貯蔵設備等の投資、その後の剥き玉葱加工やカット加工まで行っています。スピード感にも驚きま
したが、経営に対する姿勢も非常に勉強になりました。
続いて徳島県にも訪問してきました。徳島県の徳島市で玉葱生産を始めた生産者様を訪問してきました。

初年度ですが、今期は8t/反の結果と、非常に栽培を研究されている生産者様です。若い生産者様で加工業
務用に対する考え方についてもご理解を頂け、今後も非常に楽しみな取組となりそうです。

今回の九州・四国の玉葱産地訪問もそうですが、新規の取組産地開拓は今後も継続して行っていきます。
勿論これまでお世話になってきた産地様との取組も一層強化して、一年を通じて安定した商品出荷を可能
として、お客様にご安心頂けるよう体制作りを行って参ります。また、府県の新規取組だけではなく「通
年安定してお客様に喜んで頂ける商品」をお客様のニーズに合わせて適格に出荷できるように、様々な取
組を進めて参りたく思っています。


